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松山市地域包括支援センター運営業務委託仕様書 

 

第１ 目的 

介護保険法(以下「法」という。)第 115条の 46の規定に基づき、地域包括支援セン

ター(以下「センター」という。)において実施する業務に必要な事項を定める。 

 

第２ 履行期間 

令和４年４月１日から令和７年３月 31日までの３年間とする。 

 

第３ 業務内容 

センターの業務は次のとおりとする。各業務に関しては、松山市地域包括支援セン

ター運営方針及び地域包括支援センター業務マニュアル(厚生労働省老健局作成)や地

域包括支援センター運営マニュアル～さらなる地域包括ケアの推進と地域共生社会の

実現に向けて～(一般財団法人 長寿社会開発センター発行)等に従い、適切に実施す

るものとする。 

 

１ 包括的支援事業(地域包括支援センターの運営) 

(１) 総合相談支援業務(法第 115条の 45第２項第１号) 

地域の高齢者が、住み慣れた地域で安心して生活を継続できるよう、地域に

おける関係者とのネットワークを構築するとともに、高齢者の心身の状況や生

活の実態、必要な支援等を幅広く把握し、地域における適切な保健、医療、福

祉サービス、機関又は制度の利用につなげる等の支援を行うこと。 

ア ネットワークの構築 

(ア) 地域の社会資源の把握 

・サービス提供機関や専門相談機関のマップやリスト等による情報管理 

(イ) 地域におけるネットワークの構築 

・適切な支援へのつなぎのため、保健、医療、福祉サービス等とのネッ

トワークの構築 

・認知症高齢者支援ネットワーク(認知症高齢者ＳＯＳネットワーク事業

等)の構築と推進 
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・地区の自治会、民生委員・児童委員、住民主体の活動主催者(高齢クラ

ブやふれあい・いきいきサロン等)の会議及び行事等への積極的な出席

や、出張相談窓口等を通じた地域住民との関係構築と推進 

イ 実態把握業務 

(ア) ネットワークを活用した地域活動への積極的な参加等による情報収集 

(イ) 高齢者世帯への戸別訪問や、家族、近隣住民からの情報収集 

ウ 総合相談支援 

(ア) 初期段階での相談対応 

・電話、来所、訪問等による保健、医療、福祉に関する各種相談に対す

る的確な情報把握 

・適切なサービス又は制度に関する情報提供や関係機関の紹介等 

(イ) 継続的・専門的な相談支援 

・専門的、継続的な関与又は緊急の対応が必要と判断した場合には、個

別支援計画を策定 

・サービス提供機関や専門相談機関へのつなぎ 

・継続支援のための定期的な情報収集(訪問、福祉電話等) 

(ウ) 家族を介護する者に対する相談支援 

・介護教室と一体的に実施 

(エ) 地域共生社会の観点に立った包括的な支援 

・複合化、複雑化した課題を抱える個人等に対する支援等を行うため、

他の専門相談機関と連携し、必要に応じた相談者等が抱える地域生活

課題全体の把握 

エ その他、総合相談支援業務に必要な業務 

   

(２) 権利擁護業務(法第 115条の 45第２項第２号) 

地域の住民、民生委員・児童委員、介護支援専門員等の支援だけでは十分に

問題が解決できない、適切なサービス等につながる方法が見つからない等の困

難な状況にある高齢者が、地域において尊厳のある生活を維持し、安心して生

活を行うことができるよう、専門的、継続的な視点から、高齢者の権利擁護の

ため必要な支援を行うこと。 

ア 成年後見制度の活用促進 

(ア) 成年後見制度の普及啓発及び関係機関との連携 

・成年後見制度を幅広く普及させるための広報等 

(イ) 成年後見制度の利用支援 

・成年後見制度の説明や申立てにあたっての関係機関の紹介等 

(ウ) 市長申立てに関する担当部局との連携 
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イ 老人福祉施設等への措置の支援 

(ア) 老人福祉法上の措置を行う必要がある場合の松山市との連携 

(イ) 老人福祉法上の措置が行われた後の高齢者の状況把握 

ウ 高齢者虐待への対応及び養護者支援 

(ア) 養護者による高齢者虐待の防止のため、高齢者及び養護者に対する相

談、助言や啓発活動を行うこと 

(イ) 養護者に対する相談、指導及び助言その他必要な措置を講ずること 

(ウ) 養護者による高齢者虐待に係る通報等を受けた場合は、松山市と連携

し、必要な対応を行うこと 

(エ) 養護者による高齢者虐待に係る通報または高齢者からの養護者による

高齢者虐待を受けた旨の届出を受けたときは、速やかに当該高齢者の安

全の確認、通報または届出に係る事実確認のための措置を講ずるととも

に、松山市及び関係機関と対応について協議を行うこと 

(オ) 養護者による高齢者虐待により高齢者の生命または身体に重大な危険

が生じるおそれがあると松山市が認めるときは、松山市と連携を図り、

協力すること 

(カ) 介護施設従事者等による高齢者虐待への対応 

(キ) 高齢者虐待防止ネットワークの構築 

エ 困難事例への対応 

(ア) 困難事例の実態把握と対応策の検討、支援 

オ 消費者被害の防止 

(ア) 各専門職(団体)及び関係機関との連携強化による消費者被害情報の把

握 

(イ) 地域の民生委員・児童委員、介護支援専門員、訪問介護員等への消費

者被害の情報提供 

(ウ) 消費者被害に遭っている事例を把握した場合の松山市や関係機関との

連携 

カ その他、権利擁護業務に必要な業務 

 

(３) 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務(法第 115条の 45第２項第３号) 

高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、介護支援専門

員、主治医、地域の関係機関等の連携、在宅と施設の連携等、地域において、

多職種相互の協働等により連携し、個々の高齢者の状況や変化に応じて、包括

的かつ継続的に支援していく包括的・継続的ケアマネジメントが重要であり、

地域における連携・協働の体制づくりや個々の介護支援専門員に対する支援等

を行うこと。 
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ア 包括的・継続的なケア体制の構築 

(ア) 医療機関を含めた関係機関との連携体制構築への取組み 

(イ) インフォーマルな資源の活用に向けた地域との連携、協力体制の構築 

イ 地域における介護支援専門員のネットワークの構築と活用 

(ア) 介護支援専門員相互の情報交換等によるネットワークの構築 

(イ) 介護支援専門員のネットワークの活用 

ウ 日常的個別指導・相談及び支援困難事例等への指導・助言 

(ア) 専門的な見地からの個別指導・相談への対応 

・介護支援専門員に対する相談窓口の設置やサービス担当者会議の開催

支援等 

・ケアプラン作成指導等を通じた介護支援専門員のケアマネジメントの

指導 

(イ) 地域の介護支援専門員の資質向上のための取組み 

・事例検討会や研修会の実施 

・制度や施策等に関する情報提供等 

エ その他、包括的・継続的ケアマネジメント支援業務に必要な業務 

 

(４) 第１号介護予防支援事業(居宅要支援被保険者に係るものを除く)(法 115条の

45第１項第１号ニ) 

介護予防及び日常生活支援を目的として、その心身の状況等に応じて対象者

自らの選択に基づき、第１号訪問事業、第１号通所事業、その他の適切な事業

が包括的かつ効率的に実施されるよう必要な援助を行うこと。 

ア 介護予防ケアマネジメント業務 

介護予防ケアマネジメントは、「指定介護予防支援等の事業の人員及び運営

並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準」(平成 18年厚生労働省令第 37号)の「第４章 介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準」及び「介護予防・日常生活支援総合事業

における介護予防ケアマネジメント(第１号介護予防支援事業)の実施及び介

護予防手帳の活用について」(平成 27年６月５日厚生労働省老健局振興課長

通知)等を参照のうえ、実施すること。 

なお、本業務における介護予防ケアマネジメント費については、別途、支

払われるものとする。 
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(５) その他 

ア 地域包括支援ネットワークの構築(法第 115条の 46第７項) 

包括的支援事業を効果的に実施するため、介護サービスに限らず、地域の

保健、福祉、医療サービスやボランティア活動、インフォーマルサービスな

どの様々な社会資源が有機的に連携することができるよう、多職種協働によ

るネットワークの構築に努めること。 

・地域行事への参加等、多様な機会を利用した地域とのネットワークの構築 

・生活支援体制整備事業において設置されている「協議体」への積極的な参

加 

イ 地域ケア会議の実施(法第 115条の 48) 

「松山市地域ケア会議開催指針」に基づき、実施すること。 

 

２ 第１号介護予防支援事業(居宅要支援被保険者に係るものに限る)(法 115条の 45

第１項第１号ニ) 

介護予防及び日常生活支援を目的として、その心身の状況等に応じて対象者自ら

の選択に基づき、第１号訪問事業、第１号通所事業、その他の適切な事業が包括的

かつ効率的に実施されるよう必要な援助を行うこと。 

本事業の一部については、合理的に必要な範囲で指定居宅介護支援事業所に委託

することができ、その場合には適正に行うものとする。 

なお、本業務における、介護予防ケアマネジメント費については、別途、支払わ

れるものとする。 

 

３ 指定介護予防支援事業 

介護保険における予防給付の対象となる要支援者が介護予防サービス等の適切な

利用を行うことができるよう、心身の状況及び生活環境等を勘案し、介護予防サー

ビス計画を策定するとともに、当該介護予防サービス計画に基づく指定介護予防サ

ービス等の提供が確保されるよう、介護予防サービス事業者等との連携調整等を行

うこと。 

受託法人は、法第 115条の 22の規定に基づき、介護予防支援事業者の指定を受け

て実施し、「指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準」(平成 18年厚生労働省令

第 37号)を遵守するものとする。 

なお、本事業及び「第１号介護予防支援事業(居宅要支援被保険者に係るものに限

る)」と「第１号介護予防支援事業(居宅要支援被保険者に係るものを除く)」は、共

通の考え方に基づき、一体的に実施すること。 
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４ 包括的支援事業(社会保障充実分) 

包括的支援事業(社会保障充実分)の以下の事業において、これらの事業主体と緊

密に連携・調整できる体制を確保すること。 

(１) 在宅医療・介護連携推進事業(法第 115条の 45第２項第４号) 

(２) 生活支援体制整備事業(法第 115条の 45第２項第５号) 

(３) 認知症総合支援事業(法第 115条の 45第２項第６号) 

 

５ その他 

(１) 介護教室の開催 

介護を必要とする方の状態の維持・改善を目的とした適切な介護知識及び技

術の習得や、外部サービスの適切な利用方法の習得等を内容とした教室を開催

すること。なお、参加費は無料とする。 

(２) 介護予防、健康の維持・増進に向けた取組み 

高齢者自身が地域において自立した日常生活を送ることができるよう、高齢

者一人一人が自らの健康増進や介護予防についての意識を持つための取組みを

支援すること。 

(３) 住宅改修に係る理由書の作成及び申請支援 

居宅介護支援又は介護予防支援の提供を受けておらず、介護サービスの住宅

改修のみを利用しようとする被保険者を支援すること。なお、本業務における

住宅改修支援費については、別途、支払われるものとする。 

・住宅改修が必要な理由書の作成 

・住宅改修に係る申請等に必要な支援 

(４) 会議等への出席等 

地域包括支援センター運営協議会にセンター職員が出席し、運営状況の報告

や説明等を行うこと。また、各種会議等に必要に応じて参加、協力すること。 

(５) 認知症サポーター養成講座への協力 

松山市が実施する「認知症サポーター養成講座」に協力すること。 

(６) 運営推進会議への出席協力 

地域密着型サービス事業所が開催する「運営推進会議」に出席協力するこ

と。 

(７) その他の業務 

ア 松山市及びセンター相互の連携に関する業務 

イ 愛媛県及び松山市が開催する研修等への参加 

ウ 適正な記録管理に関する業務 

エ その他、センターを適正に運営するために必要な業務 
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第４ 業務日及び業務時間 

業務日及び業務時間は、次のとおりとする。ただし、下記以外の曜日、時間におい

ても、センター職員は電話等により連絡が可能な体制を確保すること。 

１ 業務日 

国民の祝日に関する法律(昭和 23年法律第 178号)に規定する休日及び 12月 29日

から翌年の１月３日までを除く、月曜日から金曜日までとする。 

２ 業務時間 

(１) ８時 30分から 17時 15分までとする。 

ただし、松山市が必要と認めるときは、開所時間の延長や短縮をすることが

できる。 

ア 業務時間には、執務準備・執務整理時間を含まないものとする。 

イ 開設時間内は、１人以上の従事者が事務所内に残り、相談業務等に対応で

きるよう努めること。 

 

第５ 担当圏域 

１ 本業務を実施する圏域は「別紙１」のとおりとする。 

２ センターは、各地区との連携を重視し、積極的に地域づくりにかかわっていく体

制を構築すること。 

特に、４地区以上を担当するセンターの中でも圏域№13(北条)は広大な地区を担

当することから、これまで以上に中学校区などの地域性を重視し、適切かつ効率的

な支援が提供できるよう、受託期間内に体制強化を図ること。 

 

 

第６ 施設の設置場所 

受託法人は、センターを次に掲げる要件を満たす場所へ設置すること。 

１ センター及びサブセンターは、「別紙１」に示す地区民協地区(担当地区)内に設置

すること。 

２ 「別紙１」の圏域№２(石井・浮穴・久谷)、圏域№２(サブセンター浮穴・久

谷)、圏域№３(小野・久米)、圏域№５(雄郡・新玉)、圏域№６(味酒・清水)、圏域

№７(垣生・余土)、圏域№８(生石・味生)、圏域№10(中島)、圏域№13(北条)につ

いては、表①の松山市が指定した場所とする。ただし、松山市が変更した場合はこ

の限りでない。 



8 

 

３ 上記１であげられた圏域以外については、次の要件を満たす場所に設置するこ

と。 

(１) 公共交通機関が利用しやすい等、利便性に配慮されている場所であること。 

(２) 法人の本体施設及びサービス提供事業所と分離した場所であること。 

ア 同一建物及び同一敷地内での設置は不可とし、親法人、子法人等が所属す

る関連の事業所も同一建物及び同一敷地内での設置は不可とする。 

 

第７ 事務所の管理 

１ 事務所等賃借料 

「別紙１」の圏域№２(石井・浮穴・久谷)、№２(サブセンター浮穴・久谷)、№５

(雄郡・新玉)については、下記の月額を貸主に支払うこと。 

・圏域№２(石井・浮穴・久谷)：月額 36万円程度 

・圏域№２(サブセンター浮穴・久谷)：月額８万円程度 

・圏域№５(雄郡・新玉)：月額 29万円程度 

表① 

圏
域 担当地区 名 称 

住 所 

(施設名) 

２ 
石井東・石井西 

浮穴・久谷 

地域包括支援センター石井・浮穴・久谷 東石井七丁目３－32 

サブセンター浮穴・久谷サブセンター浮

穴・久谷 
東方町甲 1272－１ 

３ 久米・小野 地域包括支援センター小野・久米 
鷹子町 740 

鷹子老人福祉センター２階 

５ 雄郡・新玉 地域包括支援センター雄郡・新玉 千舟町八丁目 128－１ 

６ 清水・味酒 地域包括支援センター味酒・清水 
清水町三丁目 15 

清水小学校北校舎１階 

７ 余土・垣生 地域包括支援センター垣生・余土 保免西四丁目５－25 

８ 生石・味生 地域包括支援センター生石・味生 
別府町 177－１ 

味生ふれあいセンター１階 

10 中島 地域包括支援センター中島 
中島大浦 1626 

中島支所３階 

13 
浅海・立岩・難波・正岡 

北条・河野・粟井 
地域包括支援センター北条 

河野別府 937－１ 

北条社会福祉センター１階 
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２ 光熱水費 

「別紙１」の圏域№２(石井・浮穴・久谷)、圏域№３(小野・久米)、圏域№５(雄

郡・新玉)、圏域№６(味酒・清水)、圏域№８(生石・味生)、圏域№10(中島)、圏域 

№13(北条)については、面積按分等により決められた使用料を施設管理者に支払うこ

と。 

３ 浄化槽の維持管理費 

「別紙１」の圏域№２(サブセンター浮穴・久谷)及び圏域№７(垣生・余土)につい

ては、適正に管理すること。 

 
圏域№２ 

サブセンター浮穴・久谷 

圏域№７ 

垣生・余土 

種類 
単独処理浄化槽５人槽 

(分離接触曝気方式) 
合併処理浄化槽 18人槽 

法定点検 年 1回 5,000円程度 年 1回 8,000円程度 

保守点検 
年 4回以上 

6,000円程度／回 

保守点検(年 12回) 

清掃(年 1回) 

168,000円程度 

(保守点検・清掃一括契約の場合) 
清掃 

年 1回以上 

22,000円程度／回 

４ 機械警備委託管理費 

機械警備機器を設置し、事務所を適正に管理すること。 

 

第 8 施設の設備 

１ 本業務を行う上で、必要な広さを有する事務室を設置すること。 

２ 事務室には、簡易な相談に対応可能な受付カウンター等を設置すること。 

３ 相談及び会議室機能を有する専用スペースを設置すること。 

４ 業務を行う上で必要な数の机、椅子、施錠できる書類保管庫、パソコン、プリン

タ、電話及びファックスを設置すること。 

５ インターネットへの接続が可能な環境を整備すること。また、センター専用で利

用できる電子メールアドレスを取得すること。 

６ 施設は、周辺・入口も含め高齢者に配慮した設備を有し、事務室が２階以上の場

合はエレベーターが設置されていること。 

７ 駐車場スペースを適宜確保すること。 

８ 松山市が示す仕様に従い、看板または案内板を１つ以上設置すること。 

 

 



10 

 

９ 施設の契約における経費及び開設前に使用した経費は、受託法人の負担とするこ

と。なお「別紙１」の圏域№３(小野・久米)、圏域№６(味酒・清水)、圏域№７(垣

生・余土)、圏域№８(生石・味生)、圏域№10(中島)については、松山市と別途協議

すること。 

10 設備類に要する経費は、受託法人の負担とすること。なお、松山市は、設備類に

係る契約に一切関与しない。なお「別紙１」の圏域№３(小野・久米)、圏域№６(味

酒・清水)、圏域№７(垣生・余土)、圏域№８(生石・味生)、圏域№10(中島)について

は、松山市と別途協議すること。 

 

第 9 職員体制 

職員体制は、次に掲げる資格を有する常勤で専従の職員を「別紙１」のとおり配置

すること。なお、職員の配置については、松山市と協議して行うこと。 

１ センター長(圏域№10(中島)を除く) 

保健福祉の実務経験が３年以上、かつ管理業務経験を２年以上有する者。なお、

指定介護予防支援事業所の管理者を兼務することができる。 

２ 保健師またはこれに準じる者 

(１) 保健師 

(２) 地域ケア・地域保健等に関する経験があり、かつ高齢者に関する公衆衛生業

務経験を１年以上有する看護師 

３ 社会福祉士またはこれに準じる者 

(１) 社会福祉士 

(２) 福祉事務所の現業員等の業務経験が５年以上、または介護支援専門員の業務

経験を３年以上有し、かつ高齢者の保健・福祉に関する相談援助業務に３年以

上従事した経験を有する者 

４ 主任介護支援専門員 

５ 相談員(圏域№10(中島)に限る) 

圏域№10(中島)は地域の実情に応じた相談員を配置すること。 

６ 事務員 

７ 加配 

圏域№11(久枝・潮見)、圏域№12(和気・堀江)のいずれかを受託する際、人材確

保及び円滑な引き継ぎに要する人員として現受託法人が受託する場合は三職種を１

人加配するため、当該圏域は「別紙１」のとおりとする。 

ただし、止むを得ず、現受託法人が圏域№11(久枝・潮見)、圏域№12(和気・堀

江)の両方を受託した場合、加配は適用しない。なお、この場合は、契約をするとき

に、加配 1人分の人件費(市が定める額)に落札率を乗じた額を減額する。 
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(１) 上段は現受託法人が受託した場合の配置 

(２) 下段は現受託法人以外の法人が受託した場合の配置 

 

第 10 その他 

１ 事業計画及び実績報告等 

(１) 毎年度当初に、松山市の定める様式により「事業計画書」及び「収支予算

書」を提出すること。 

(２) 毎年度業務終了後 30日以内に、松山市の定める様式により「事業報告書」、

「実績報告書」及び「自己評価票」を提出すること。また、毎年度業務終了後

速やかに、松山市の定める様式により「収支決算書」を提出すること(令和６年

度については、令和７年３月 31日までに提出すること)。その際、平成 28年

11月 29日老振発 1129第２号に留意すること。なお、収支決算に契約期間の３

年間の事業に係る積立金以外の積立金の計上は認めない。 

(３) 毎月の業務終了後 15日以内に、松山市の定める様式により「事業報告書(月

次)」を提出すること(令和７年３月分については、令和７年３月 31日までに提

出すること)。 

(４) 上記のほか、松山市が運営等に係る書類の提出を求めた場合は、その求めに

応じること。 

２ 委託料の請求・支払 

包括的支援業務等(指定介護予防支援事業を除く)の実施に係る委託料は、原則と

して４月、６月、８月、10月、12月、２月の前金払いとする。 

３ 法令等の遵守 

センターの運営にあたり、介護保険法ほか関係法令を遵守すること。 

４ 個人情報の取扱い 

個人情報の取扱いについては、別記「個人情報取扱特記事項」を遵守すること。 

５ 再委託の禁止 

業務の全部または一部を第三者に委託し、または請け負わせてはならない。 

６ 公正・中立性 

(１) 正当な理由なく特定の事業者・団体・個人を有利に扱うことがないよう十分

配慮すること。 

(２) 高齢者等にサービス提供事業者等の情報を提供する場合は、公正・中立な立

場から偏りがないように、「地域包括支援センターの公正・中立性の確保」に基

づき行うこと。 
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(３) センターの職員は、公共事業を受託しているという自覚のもと、名札、名

刺、パンフレット、自動車、バイク等について、市民の誤解を招かないよう、

受託法人名や受託法人系列の事業所の名称等を記載しないこと。 

７ 受託法人の変更 

(１) 受託法人が変更となる場合は、業務の移行を円滑に行うため、変更前の受託

法人と協力して業務全般にわたる引継ぎを令和４年３月末までに行うこと。 

(２) センターは、高齢者等との密接なつながりを持ちながら高齢者や家族等を支

えている重要な施設であるため、受託法人が変更となる場合は、変更後の受託

法人において、高齢者や地域住民、関係機関等に対して、設置場所、業務の引

継ぎ等について十分な説明を行い、理解を得られるよう最大限配慮すること。 

(３) 業務の引継ぎに必要となる経費は、変更後の受託法人が負担すること。 

(４) 次回契約時に受託法人が変更となる場合は、業務の移行を円滑に行うため、

変更後の受託法人と協力して業務全般にわたる引継ぎを、市長が指示する日ま

でに行うこと。 

８ 業務責任者 

センター業務に係る責任者(以下「業務責任者」という。) を選任し、その氏名、

連絡先その他の必要な事項を書面により通知すること。また、通知した事項に変更

が生じたときは、速やかに変更した事項を書面により通知すること。なお、業務に

関する指示を行うときは、急を要する場合を除くほか、原則として業務責任者に対

して行う。 

９ 経費の区分 

センター業務における指定介護予防支援事業に係る経費とそれ以外の事業に係る

経費とを明確に区分すること。なお、共有する部分については、人数按分等にて適

切に処理すること。 

10 開所前の経費 

開設前に行う職員研修等の経費は、受託法人の負担とすること。 



 別記 

   個人情報取扱特記事項 

 

 （基本的事項） 

第１ 乙は，この契約による事務を処理するに当たっては，個人情報（行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号。以下「番号利用法」という。）第

２条第８項に規定する特定個人情報を含む。以下同じ。）保護の重要性を認識し，個人の権利利益を侵

害することのないよう，関係法令に従い，個人情報を適正に取り扱わなければならない。 

 （秘密の保持） 

第２ 乙は，この契約による事務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ，又は不当な

目的に使用してはならない。この契約が終了し，又は解除された後も，同様とする。 

 （従事者の明確化） 

第３ 乙は，この契約による事務に従事する者を明確にし，甲から求めがあったときは，甲に報告しなけ

ればならない。 

 （従事者への周知） 

第４ 乙は，この契約による事務に従事する者に対し，在職中及び退職後においても，この契約による事

務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ，又は不当な目的に使用してはならないこ

と，これに違反した場合は，番号利用法又は松山市個人情報保護条例（平成１６年条例第２９号）の規

定に基づき処罰される場合があることその他個人情報の保護に関して必要な事項を周知しなければなら

ない。 

 （従事者への監督及び教育） 

第５ 乙は，この契約による事務に従事する者に対し，個人情報の適正な取扱いについて監督及び教育を

行わなければならない。 

 （収集の制限） 

第６ 乙は，この契約による事務を処理するために個人情報を収集するときは，その目的を明確にし，当

該事務を処理するために必要な範囲内で，適法かつ公正な手段により収集しなければならない。 

 （使用等の禁止） 

第７ 乙は，甲の指示又は承諾があるときを除き，この契約による事務に関して知り得た個人情報を当該

事務の処理以外の目的に使用し，又は第三者に提供してはならない。 

 （安全確保の措置） 

第８ 乙は，この契約による事務に係る個人情報の漏えい，改ざん，滅失及び毀損の防止その他の安全確

保の措置を講じなければならない。 

 （持ち出しの禁止） 

第９ 乙は，この契約による事務を処理するために必要な範囲を超えて，乙がこの契約による事務に係る

個人情報を取り扱っている事業所その他の場所から個人情報を持ち出してはならない。 

 （複写等の禁止） 

第１０ 乙は，甲の指示又は承諾があるときを除き，この契約による事務を処理するために甲から引渡し

を受けた個人情報が記録された資料等を複写し，又は複製してはならない。 

 

 



 （再委託の禁止） 

第１１ 乙は，甲の承諾があるときを除き，この契約による事務における個人情報の処理を自ら行うもの

とし，第三者にその処理を委託してはならない。 

 （資料等の返還等） 

第１２ 乙は，この契約による事務を処理するために甲から引渡しを受け，又は乙が収集し，若しくは作

成した個人情報が記録された資料等を，この契約が終了し，又は解除された後直ちに甲に返還し，又は

引き渡さなければならない。ただし，甲が別に指示したときは，当該指示した方法により処理するもの

とする。 

 （報告義務） 

第１３ 乙は，甲から求めがあったときは，この契約の遵守状況について甲に対して報告しなければなら

ない。 

 （事故報告義務） 

第１４ 乙は，この個人情報取扱特記事項に違反する事態が生じ，又は生じるおそれがあることを知った

ときは，速やかに甲に報告し，その指示に従わなければならない。この契約が終了し，又は解除された

後も，同様とする。 

 （取扱要領等の作成） 

第１５ 乙は，個人情報の適正な管理の確保を図るため，個人情報の取扱いに関する要領等を作成し，甲

に報告しなければならない。ただし，甲が必要でないと認めた場合は，この限りでない。 

 （実地調査） 

第１６ 甲は，必要があると認めるときは，この契約の遵守状況を確認するために必要な範囲内において，

乙のこの契約による事務に係る個人情報の取扱いについて実地に調査をすることができる。 

 （勧告） 

第１７ 甲は，乙のこの契約による事務に係る個人情報の取扱いが不適当と認めるときは，乙に対し，必

要な措置をとるべき旨を勧告することができる。 

 （契約の解除及び損害賠償） 

第１８ 甲は，乙がこの個人情報取扱特記事項に違反していると認めたときは，契約の解除及び損害賠償

の請求をすることができるものとする。 

 （漏えい等が発生した場合の責任） 

第１９ 乙は，この契約による事務に係る個人情報の漏えい，改ざん，滅失，毀損その他の事態が発生し

た場合において，その責めに帰すべき理由により甲又は第三者に損害を与えたときは，その損害を賠償

しなければならない。 

 



 

看板等の仕様（令和４年度～令和６年度） 

 

  

 

 

               参 考 

 

○看板等の形状・寸法 

    特に指定なし    

 

  ○看板等の色 

    特に指定なし 

   ※文字色と背景色が同系色 

    とならないこと 

 

  ○文字の寸法 

    一文字 

縦 ２０㎝以上 

     横 ２０㎝以上 

     ※松山市が認めた場合は 

この限りでない 

   

○その他 

 縦書き横書きは問わない 

 

利用者が一目でわかるよう 

大きさと設置場所を配慮す 

ること 

 

 

 

松
山
市 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

○
○
・
○
○

 

２０㎝以上 

２０㎝以上 


